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                      （令和４年度指導活用技術 ＰＲ版） 

大麦（ファイバースノウ）の出穂予測 
 

１ はじめに 

  これまで大麦の出穂期の予測は幼穂を確認した上で、生育予測盤（１９８０年前後のデータを元に

作成されたもの）を用いて出穂期等の予測を行ってきました。一方、近年の温暖化は麦の生育にも影響

しており、特に融雪後茎立ち期に当たる３月の気温上昇が麦の出穂を早めています。このため、これま

で活用してきた生育予測盤で出穂期を予測すると実測と大きくずれてきているのが現状です。幼穂長

（７ｍｍ）を確認しその後の有効積算気温（６℃以上を積算、２７２℃）により、実測に近い出穂期を

予測することができます。 

 

２ 技術内容 

 １）有効積算気温による出穂期の予測 

  幼穂長７ｍｍとなった日から出穂期となる日は、６℃以上の気温を積算したものが最も誤差が小さ

く、その積算気温は２７２℃となり、実測による出穂期に近いものになります（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

図１ 出穂実測値と積算気温による 

予想出穂日の関係(2015-2021) 

 

３ 技術の効果コスト 

 大麦の出穂日を正確に予測することで、防除計画が立てやすく、防除効果も向上することから、大麦

の品質向上につながります。 
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